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例 言

1本 書は、県営本畠ほ場整備事業地内(江

南村大字押切字上新田)に おける、埋蔵

文化財の発掘調査報告書である。

2調 査は、江南村教育委員会が、埼玉県の

委託を受けて、昭和46年10月21日 ～11月

12日に実施したものである。

3本 文の執筆は、発掘担当者の塩野 博 ・

駒宮史朗両氏が分担した。

4本 書の編集は、県教育局文化財保護室の

指導を得た。
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序

江南村 には、県指定史跡塩古墳群をは じめ、須賀広、野原、成沢、押切の各地

域 に数多 くの古墳が散在 し、千代には、県 内で も数少ない埴輪製作肚 も所在 して

お り、古墳研究者の よき研究 の場 として活用 され ています。

このほ ど、山王用水土地改良区の土地基盤整備事業に伴 い、事業地で鹿島古墳

群の一部 となってい る上新田地区の地域が整備 され ることにな り、 ここに所在す

る埋蔵文化財を埼玉県教育局文化財保護室の ご指導 とこ援二助に より、昭和46年10

月21日 か ら11月12日 まで記録保存のため発掘調査を実施 しました。

調査 の結果、当該地 内には古墳の発見 はな く、そのかわ り、板碑を伴 う中世の

墳墓 と、住居肚が発見 され ました。 この発見によ り古墳 との時代 のつなが りや、

当地域 の古代人の生活の跡を知 ることがで きました。今後 さらに研究を重ね、郷

土を知 るための貴重な参考資料 としたい所存 であ ります。

幸 いに して、 この報告書が、文化財についての理解 を深め るとともに、学校教

育、社会教育に広 く活用され るな らば、誠に幸甚に存 じます。

末筆なが ら、 この報告書の作成な らびに発掘調査に ご尽 力、 ご協力 くだ さいま

した多 くの関係者に対 し、深 く感謝申しあげます。

昭 和47年3月

埼玉県大里郡江南村教育委員会

教 育 長 小 島 孫 一
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は じ め に

川本村にひ きつづき、昭和46年 度に、県営本畠ほ場整備事業が予定 されてい る

江南村大字押切地区については、46年5月 以来、本畠ほ場整備事務所 、県土木部

土地改良課、江南村教育委 員会 と県教育局文化財保護室が合同 して現地調査を実

施 し、古墳および石塚の取 りあつかい方につき協議を行 なってきた。

また、46年7月15日 付で、山王用水土地改良区を通 して、地元の関係者13名 か

ら県教育委員会教育長 あて 「古墳、石塚撤去請願書」が提出 された。そ こで、江

南村教育委員会お よび、県教育局文化財保護室では、9月16日 に地元の関係者 と

江南村役場で、話 し合いの会 を開催 した。か くして、現地調査 の結果か らみて・

江南村に位置す る3基 について、江南村教育委員会が主体 とな り、記録保存のた

め発掘調査 を実施す ることになった。

昭和45年 度 の川本村分の調査結果か ら鹿島古墳群の うち東方に位置す る古墳は

単 なる石積の可能性が強い と考 えられてはいたが、やは り、1号 ・2号 と称 した

2基 は砂利 山であった。そ して、残 る第3号 が、はか らず も、中世墳墓跡であ っ

た。 また、1号 のAト レンチで発見 された住居跡は、平安初期に属す るもの と考

え られ るものである。 なお、石積に石斧、須恵器 ・土師器片が多量 に発見 され、

広大 な集落跡 の存在が予想 され る。(塩 野 博)

1中 世墳墓跡 と出土遺物

現状 と形 態(第1図)

塚 は東西16舵 、南 北13彿 の楕 円形 を呈 して、 高 さ1.26筋 を計 る。 塚 の表面 に は

大 きな河 原石 が 山積 され てお りさ らに、 塚 の南 に細長 くの び る変 則 的 な形 を した

石 積 が あ り、 調査 開始 前 には例 に よって単 な る石積 で あ ろ うと予測 してい た もの

で あ った。 当地方 で は畑 の境界 な どに付近 か ら集 め られ た石 を積 み上 げ て境界 線

と してい る場 合 が 良 くあ るか らであ る。

調 査 は まず 塚 の形 に した が って直 角 に交 わ る幅1.5郷 の トレンチA・B・C・
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Dを 設定 し、塚 の盛 り土状態を観察す る事から開始 したのであ ったが、盛土 とい

うよりにむ しろ石積みの中に土が混 ってい るとい う表現の方が適切 なほ ど、ほ と

んどが石 であ り、その上塚頂部にある大木の根や、雑木の根が縦横 に張 りめ ぐっ

お り、 このよ うな状態で、調査は困難を きた した・

おのおのの トレソチで見 られた土層は一様ではないが、当塚が古 墳ではない こ

とか ら周溝の存在を思わ しむ るよ うな土層は確認 されず、か って荒 川の流路であ

ったため砂利層が各所に入 り込んでい る。 トレンチ調査中に も縄文土器破片や、

石斧破片 などの発見 もあ ったが、遺構の発見 にはいた らなかった・

板碑配列(出 土状態)(第2図)

板碑は西か ら1～6号 とほぼ一直線 に並び互いの間隔は20～50伽 と比較的間を

そ ろえ、整然 と並べ られてい るが5号 と6号 の間が約1彿 ほ ど離れているため中

間に一・基 入って も不 自然ではなし、4号 の台石を有す る板碑を中心 に左右に3基
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第2図 中世墳墓 跡配石実測図

ずつの板碑を配置す る3構 成であれば より自然な配置であ る点か らも、5号 と6

号 の間は抜 き とられてい るものがあるのではないか と推定す る。

そ して、それから直線的に並 んだ1号 か ら6号 までの、板碑の南には10・11号

の台石2基 と破片 となった板碑が、3基 多少バ ラツキを持 って検出 された。 この

10号 、11号 の台石は底面を地面に密着 し、 造立当時の位置を保 っていた と思わ

れ、周囲の石 も地面に、 しっか りと、 くい込んでいて乱れた様子は認め られなか

った○

この板碑を とり囲む敷石は、河原石を用い、大 きい ものでは30×30伽 、小 さい

ものは5×5碗 ほ どのさまざまな石を使用 し、一定 の規律などはみ られず雑然 と

敷かれていた ものであろ う。 しか しその ような状態 の中にあって も1、2、3号

の板碑 の周辺では、やは り石を選んで使い別 けているらしく、台石を伴 なれない

板碑には、そ の前、裏面の両面に、やや大 き く長 目の石 の側面で板碑を固定す る
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よ うな構 造 で 、 ガ ッチ リとお さえ込 んでい る。 さ らに、 そ の大 きな石 の下 には、

拳 大 の石 でつ きか ため た様 に まわ りを 囲み。 板碑 の転 倒 を防 ぐ工 夫 のあ とが うか

が え る。

しか しなが、 これ ら直 立 してい た板碑 は全 て前 述 の如 く、転 倒 を 防 く・装置 に工

夫 を こら して い るに もかか わ らず、 南側 に 向か って倒 れ かか った ものや、 転倒 し

てい る ものがほ とん どで、 何か 北側 か らの 力に よって この よ うな状 態 にな った も

のであ ろ う。 そ の時 に、 残存 す る板碑 の上部 を 欠失 した もの と考 え られ る。

また この板 碑群 には、 火葬 骨 を伴 な って い る ことが 一つ の特 徴 で あ る。 特 に第

4号 板碑 は、 一番 良好 な状 態 で検 出 され、 台 石 の直 下 を深 さ約35侃 ほ ど掘 り くぼ

め、 火葬 に した 人骨 を埋納 していた。 骨 はす で に粉末状 に変化 して いたが 、写真

撮影 のた め移 植 ゴテで断 面 を整 形 す る と、 ガ リガ リと音 をた てか な りま とま った

量 で もあ る。 この骨 はそ れぞ れ の板碑 の下 に認 め られ るのでは な く、 明瞭 に確認

し得 た のは第4号 板碑 のみで あ ったが 、骨 は一 ケ所 に と どま らず板 碑 の周 辺 の石

の間 に狭 ま り小 さな骨 片 はい た る所 か ら発 見 され たが、 特 に密 着 して発見 され た

のは4号 板 碑 の周 辺 であ った。 中 には頭 骨 や腕骨 な どあ き らか に形状 の うかが い

得 る もの、 あ るい は大 き くま とま った ものな どが あ り、 多数 の人骨 が埋葬 された

ことが推 察 され る。

板 碑(第3・4図)

発見された板碑中には造立年代を示すのは残念なが ら発見 されなか った。その

中にあってわずかに第6号 板碑に「己未十一月」と、紀年が刻 まれてい るものがあ

る。江南村須賀広には 日本最古の板碑 とされている嘉禄(1225)の 板碑があ り、

荒川中流域には多 くの板碑が存在 している。それ らの多発的増加を示す鎌倉時代

後半か ら室町時代にかけては、増加 とともに造 りも雑形化 してい るのが一般的で

あ る。それ らの要因を示す ものは、荒川上流の秩父山地 に材石である緑泥片岩が

容易に入手 しやすい事 もあ った といわれ、大量生産 し規格化 された ものが、大部

分 であ る。
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第3図 中世墳墓跡出土板碑

表① 板碑計測値
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第4図 中世墳墓跡出土板碑拓影(Nα6)
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発見 された当板碑群 も比較的新 らしい様相

を示 し、己未に相当す る年代を、別表で見 る

と、鎌倉 時代か ら室町末 までの約300年 間に

6回 ほどあ り、時代的に も一番増加を示す永

享11年(1379)の 時代にあてはめ られ るので

はないか と推定 され る。

(駒宮 史朗)

表③ 干支年代対応表

干 支 西 暦 年 号

己 未 1259

1319

1379

1439

1499

1559

正元元年

元応元年

康暦元年

永享11年

明応8年

永禄2年

2住 居跡 と出土遺物

住 居跡(第5図)

発見 された住 居跡 は5軒 で あ るが 、す べ てが切 り合 って お り、単 独 の ものは な

い。 プラ ソ検 出時 には重 復 の新 旧関 係を 確認 す るこ とが非 常 に困難 で、土 色 の変

化 な どか らは区 別 がつ かな い。 また 土層 の観 察 では、 礫 や砂 が多量 に流 入 し、掩

乱 を受 け ない部分 な ど も各所 に あ りあ ま り芳 しい状 態 で あ った とは いえ ない。

各 住居 跡 はほ ぼ近接 した時期 の もので5・7・9の 住 居跡 には カ マ ドの設 置 が

み られ る。

5号 住矧 止は北壁 に片 寄 って カマ ドが み られ るが、 焼土 の量 や カマ ドの遺存 状

態 も、 なか ば くずれ か けて い る。 西側 の大部分 を9号 住 居跡 に切 られ 全体 の規 模

を つかむ 事 は 出来 ない。

6号 住 居跡 は、 池 の住尉 止に 比 しや や大 き く、 南 側壁 に浅 い周 溝 を有 す るが、

コーナ ー付近 で消 えて しま う。

7号 住 居跡 は東 側 に カマ ドを有 し、床 面 もやや硬 くし っか りと した もので、 ヵ

マ ドか らのか き出 した灰が 、床 面 に散 布 して い るのが認 め られ、 特 に カマ ドは、

ロー ムが焼 き しま って レソガ状 に変 化 してい る。

8号 住 居跡 は、 南 側壁 に相 当す る部分 が わず か に残 り、 大部 分が5・6・7・

9号 の住 居跡 と切 りあ ってい るので、 そ の規模 は全 く知 り得 ない。
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第5図 第5・6・7・8・9号 住居跡実測図

9号 住 居跡、 北側 に小 規模 な カマ ドを持 つ 住 居跡 で、 南 は7号 、8号 な ど と

重 な り不 明確 で あ る。 特 に床 面 は礫 が 多 く、 凸凹 が 目だ ち、 良 好 な床面 で は な

い ○

7



出土遺物

第2次 調査 によって発見された住居跡は5軒 であ るが、地形的、土質的な条件

に よって検 出された遺構の状態は決 して良好 といえるものではない。 またそれ ら

住居跡か ら出土 した遺物、特に土器類は、そのほ とんどが破片 とな り、満足に実

測 で きた ものは ごく限 られた数量であ り、床面近 くか らの出土はほ とん どな く、

覆土 からのものばか りで、5軒 の住居跡の重復か ら、は っき りと新旧関係を把握

す るのは非常に困難であ った。

したが って、それ ら遺構類か ら出土 した土器 も次の ように一括 して、説 明す る

ことにな った。

須恵器杯(第6図1～8)口 縁部 まで残 り全体の器形が判明す るものは1だ

けで、 ほとんどが高台部のみを とどめるものである。1は 高台部か ら口縁にかけ

てはかな りきつ く 「く」の字状 に折れ、器高の低いもので 口唇部、高台先端 など

細かい部分 も丁寧なつ くりで焼成な ど良好である。他はすべて胴部か ら高台部分

のみを残す ものであ り、 口縁部を欠いている。4は 高台底部が丸味をおび全体的

に 「硬 さ」を失 っている。以上 の須恵器器には、すべて糸切底がみ られ高台は貼

りつけである。

須恵器(第6図9～11)平 底を有す るもあで、10は 椀形の器形 にな るものであ

ろ う。やは り糸切底で外面の整形 など風化 して器面がかな りガサついてい る。全

体 に軟弱な感をいだかせるものである。

土師器(第6図12・13)土 師器はほ とん どが細片 で、わずかにこの2点 が実測

で きたものであ った。

器形、整形 とも須恵器のそれ と何 ら変わ るところはな く、杯部 と高台部 との接

合点が やや厚手の感 じを うけ る。

須恵器(第6図14)鉢 形土器で底部を欠 く、非常にもろい焼成で、胎土中に

砂 粒を多 く含む、断面の観察か ら輪積の痕が約3～4侃 幅で認 め られ る。 また内

面底部付近では、整形に よる横位の擦痕が良 く残 っている。

(駒宮 史朗)
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お わ り に

以上が、本畠ほ場整備事業地 内(江 南村押切地区)の 埋蔵文化財の発掘調査の

概要である。報告を終 るにあた り、若干成果のまとめを して終 りにかえたい。

さて、今 回の調査において、はか らず も第3号 の古墳が板碑をともな う墳墓で

あった。 この遺構は、鹿島古墳群の終焉 とは直接かかわ りないに して も、当地方

の中世 の墳墓形態を知 る上に貴重な資料であることはまちがいない。ただ、ここ

か ら発見 された板碑 の年号が 「巳未十一月」 と判読できるもの1基 のため、造墓
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の時 代 を明瞭 に きで な い のは遺憾 で あ る。

県 内 の板碑 を伴 な う火葬 墳墓 の発見 例 を挙 げ る と、 ①川 本村舟 山遺跡 、② 行 田

(注1)市 持
田藤 の宮 遺跡 、③ 入 間郡 毛 呂山町 崇徳 寺跡 、④ 比企 郡嶋 山村 熊 井 妙光寺 境 内

(注2)(注3)(注4)⑤
北 葛飾 郡栗橋 町 佐 間、⑥ 川 口市 道合 、 ⑦ 川 口市 護摩 木 山、 等 々が あ る。 この

(注5)

うち本遺 跡 の如 く、若 干 の盛土 の上 に河原 石 を敷 きつ め、 そ の上 に板 碑 を立 てた

例 は、藤 の宮、駒 林 の例 だ けで あ る。

本来、 板碑 造立 趣 旨の大 半 は塔 婆 と して の意 義 に あ る もので、 毛 呂山 町崇徳 寺

跡 の 「延 慶 第三 暦庚 戌 仲春 中旬 」造立 の板 碑 の下 約1窺 に2個 の蔵 骨 器 が発見 さ

れ た例や 、 妙光寺 境 内 の よ うに地 表下1.03解 に 「弘安 」銘 のあ る板 碑 を蓋 に使 用

した蔵骨 器 が発見 され、 「乾 元 」 の紀年銘 のあ る板碑3基 が 発見 され てい る。

と ころが 、若 干盛土 が あ り、 そ の上 に葺石 を有 す る藤 の宮 や駒 林 の墳墓 にお い

て は、蔵 骨器 片 や骨片 が 葺石 のす ぐ下 あ るいは葺 石 の間 に発見 され てい る。江 南

村 の本例 も、中央 に位置 して い る第4号 板 碑 で は台 石 の直 下 を約35侃 ほ ど掘 り く

ほ め て、火葬 骨 を埋 葬 してい る。

この よ うに、板 碑 を ともな う火葬墳 墓 に は二つ の タイ プのあ るこ とが 明 らか に

な った。 す なわ ち、一 つ は 、か な り深 い 位置 に埋葬 部 を有 し、そ の上 に板碑 を建

立 して い る もの。 二 つは 板碑 台石 直下 に埋 葬 部 を有 す る もの であ る。 埼玉 県 の場

合 、前者 は、 板碑 造 立初期 の段 階 の もの で、 本来 の供 養塔 婆 として の性格 を強 く

有 す る ものであ る。 これ に対 して、後 者 は、塔 婆 の本質 の上 に墓標 と して の意 味 が

加 味 され た もの であ り、 当然前 者 よ りも後 出 の タイ プとみ る こ とがで き よ う。
(注6)

最 後 に、板 碑 の研究 は 、 服部清 道、 稲村 坦 元、小 沢 国平 の各先 生 方 に よ り大 成

され たが 、今 後 の板碑 研究 は、 この よ うな遺構 の研 究 を とお して一層 深 め られ て

い くもの と考 え る。(塩 野 博)

注1昭 和41年6月 、小沢国平、柳田敏司氏の担当で、川本村教育委員会および、埼玉大学生で発掘。

注2栗 原文蔵 ・塩野 博 「行田市持田藤の宮遺跡調査概報」埼玉考古第2号1964.7.

注3村 本達郎 「毛呂山町川角崇徳寺跡延慶の板碑」毛呂山町教育委員会。

注4大 沢喜一 「板碑を伴出せる中世墳墓一比企郡鳩山村熊井妙光寺一」埼玉史談第17巻第1号 。

注5埼 玉県遺跡調査員山本良知氏発見 。

注6稲 村坦元 「武蔵野の青石塔婆」。
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